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心理教育プログラム実施者の実施前後での 
心理的適応および効力感の変化 

―発達障害児を対象とする CBT プログラム PEACE の放課後等デイサービスでの実践に関して― 

○石本雄真（鳥取大学） 松本有貴（徳島文理大学） 
 山根隆宏（神戸大学大学院） 
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問   題 

 発達障害をもつ子どもの多くが不安症状を示し，

それに対して認知行動療法（CBT）による支援の

効果が確認されている（Sze & Wood, 2007）。筆者

らは発達障害をもつ子どもが気持ちとうまくつき

合っていくことを支援するため，放課後等デイサ

ービス（放デイ）や特別支援学級で実施できる

CBT に基づくプログラ ム PEACE （ Yamane, 
Matsumoto, & Ishimoto, 2016）を開発し，放デイや

特別支援学級における教職員による実施の効果を

検証してきた。本プログラムは効果の般化のため，

ホームワークの設定や内容を保護者に伝える通信

の配布も行っているが，さらに，プログラムを実

施した教職員が効力感をもち，プログラム実施時

間外においてもプログラムに関連した支援を行っ

ていくことが重要であると考えられる。また効力

感が高まることで，教職員の心理的適応の向上に

つながることも期待される。本研究ではプログラ

ムを実施した放デイにおける職員の心理的適応お

よび効力感の変化を検証する。 

方   法 
 1．調査対象者：プログラム実施の協力を得た 17
の放デイ事業所でプログラム実施に関わる職員に

回答を依頼した。回答を得た実施前 92 名，実施後

66 名のうち，前後のデータがそろう 63 名を分析

対象とした。職員はプログラム実施前にプログラ

ム実施に関わる研修を受講した。研修の内容は，

発達障害の基本的知識，認知行動療法の基本的知

識，プログラムの内容で構成され，4～7 時間で行

った。2．測定時期：回答時期は実施前 2 週間以

内，実施後 10 日以内であった。3．測定変数：（1）

WHO-5 精神的健康状態表（WHO，1998）―5 項目

[6 件法]（2）子どもの気持ちに対処することに対

する効力感を測定する項目―プログラムに関連す

る内容の 6 項目を作成した（Table2）[5 件法]。 
結   果 

 WHO-5 は合計値を，効力感項目は平均値を尺度

得点とし，実施前後の得点を比較した。なお，効

力感項目 6 項目の内的整合性を示すα係数は.86
であり，平均値を指標として用いることに問題な

いと判断した。その結果 WHO-5 については，実

施前後で有意な差はみられなかった。一方，効力

感項目については有意な差がみられた（Table1）。
さらに，効力感項目の一項目ごとの得点について

も，実施前後で比較した。すべての項目で得点の

上昇が示されているものの，有意な差がみられた

のは半数の項目であった（Table2）。 
考   察 

 プログラムの実施を通して効力感が高まり，結

果的に心理的適応の向上につながることを予想し

たが，心理的適応の向上はみられなかった。今回

指標として用いた WHO-5 は生活全般における心

理的適応を測定するものであるため，仕事上で一

部の子どもに対して実施したプログラムの影響は

みられなかったと考えられる。他方，効力感項目

については平均値および項目ごとの分析における

半数の項目において有意な上昇がみられた。

PEACE プログラムは子どもの気持ちのうち特に

不安や怒りについて扱うものであるが，不安の扱

いについては効力感の上昇がみられず，今後の改

善が必要である。また，プログラム内ではリラク

セーションや言葉の使用，場の離脱による気持ち

の切り替えや認知再構成法を扱っているが，いず

れも子ども自身が用いて気持ちを切り替えていく

こととして扱っている。このことが，職員が子ど

もの気持ちを切り替えることの効力感が上昇しな

かったことと関連するとも考えられる。今後は，

これらの結果をもとに

プログラムや研修の改

善を図るとともに，職員

の効力感や心理的適応

の変化と子どもの変化

との関連について検討

していくことが課題で

ある。 

M (SD ) M (SD )

子どもの不安を落ち着かせること 63 2.91 (.73) 3.06 (.78) -1.80 .077 .21

子どもの怒りやイライラを落ち着かせること 63 2.73 (.81) 2.97 (.80) -3.22 .002 .29

子どもの気持ちを切り替えること 63 3.08 (.81) 3.13 (.71) -.52 .605 .06

子どもをリラックスさせること 63 3.05 (.71) 3.32 (.78) -3.16 .002 .36

子どもの気持ちを理解すること 63 3.18 (.68) 3.25 (.72) -.93 .357 .11

子どもの考えを理解すること 62 3.05 (.66) 3.26 (.70) -2.34 .022 .30

Table2 プログラム実施前後の効力感の項目ごとの得点比較

g adj
Pre Post

t pn

M (SD ) M (SD )

WHO5 56 14.09 (3.69) 13.89 (4.30) .34 .735 .05

効力感 62 3.01 (.53) 3.17 (.58) -3.66 .001 .30

Table1 プログラム実施前後のWHO5と効力感の得点比較

n g adj
Pre Post

t p
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